
市
は
新
学
校
給
食
セ

問ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査

を
行
っ
て
い
る
。

現
セ
ン
タ
ー
で
は
食
材

調
達
・
納
品
検
品
・
調
理

洗
浄
部
門
に
つ
い
て
、
直

営
で
行
っ
て
い
る
が
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
で
は
民
間
と
の
役
割

分
担
を
検
討
す
る
と
し
て

い
る
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
調
査
状
況

と
、
調
査
結
果
の
公
表
や

評
価
方
法
、
導
入
調
査
の

基
本
計
画
策
定
ま
で
の
決

定
プ
ロ
セ
ス
は
ど
う
か
。

受
託
業
者
と

教
育
部
長

の
間
で
、
調
査
項
目
と
方

法
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を

整
理
し
て
調
査
作
業
に
入

っ
て
い
る
。

年
内
を
目
途
に
中
間
報

告
、
２
月
末
ま
で
に
調
査

結
果
の
提
出
を
予
定
し
て

い
る
。

基
本
計
画
は
、
調
査
と

並
行
し
庁
内
検
討
も
進

め
、
２
月
頃
に
は
総
合
教

育
会
議
で
協
議
し
、
議
会

へ
の
説
明
と
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
経
て
、
年

度
内
に
策
定
予
定
で
あ

る
。

新
セ
ン
タ
ー
は
、
公

問

共
の
役
割
と
重
要
性
を
改

め
て
認
識
し

「
公
共
の

、

砦
」
と
し
て
、
専
門
職
員

の
技
能
の
蓄
積
を
活
か
す

「
直
営
」
を
堅
持
し
て
ゆ

く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

国
の
通
知
に

教
育
部
長

基
づ
き
、
共
同
調
理
方
式

と
、
民
間
委
託
等
の
活
用

に
よ
る
合
理
化
を
図
る
と

さ
れ
お
り
、
様
々
な
業
務

に
つ
い
て
官
民
の
役
割
分

担
を
整
理
し
、
最
も
有
効

な
手
法
を
検
討
し
た
い
と

考
え
る
。

愛
媛
県
今
治
市
で

問は
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
老
朽
化
と
改
築
を
機

に
、
単
独
自
校
方
式
の
導

入
を
決
め
、
順
次
整
備
さ

れ
て
い
る
。

地
域
密
着
型
の
自
校
方

式
で
こ
そ
、
食
材
提
供
の

地
産
地
消
率
の
向
上
や
、

生
産
者
の
顔
と
姿
、
給
食

の
作
り
手
と
働
く
現
場
職

員
の
姿
や
、
地
域
の
支
え

合
い
が
見
え
る
。

学
校
給
食
の
在
り
方

を
、
地
域
密
着
型
の
自
校

方
式
へ
の
転
換
に
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

自
校
方
式
か

教
育
部
長

ら
セ
ン
タ
ー
方
式
に
切
り

替
え
て
き
た
経
緯
と
、
現

に
運
営
し
て
い
る
給
食
セ

ン
タ
ー
の
取
扱
い
に
つ
い

て
、
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。地

域
住
民
や
学
校
関
係

者
が
、
地
域
づ
く
り
と
学

校
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、

自
校
施
設
の
中
で
食
育
活

動
の
た
め
に
必
要
で
あ
る

と
検
討
が
深
ま
っ
た
場
合

に
は
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
話
し
合
い
、
必
要
な

検
討
を
考
え
た
い
。
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日
に
お
こ
な
っ
た
一
般
質
問
の
一
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部
を
報
告
し
ま
す
。
答
弁
は
後
日
。

１
河
川
整
備
と
流
下
能
力
向
上
対
策

１
）
藤
島
川
は
整
備
計
画
が
無
く
、
京

田
川
は
計
画
は
あ
る
が
当
面
は
事
業
の

対
象
外
。
赤
川
は
「
未
改
修
の
区
間
が

残
っ
て
お
り･･

治
水
安
全
度
が
低
い
箇

所
が
多
く
、
近
年
で
も
頻
繁
に
洪
水
被

害
が
発
生
」
と
し
て
は
い
る
が
改
修
計

画
が
不
十
分
。

①
整
備
計
画
未
策
定
の
河
川
は
策
定
を

急
い
で
進
め
る
べ
き
。

②
赤
川
水
系
整
備
計
画
は
、
全
河
川
を

対
象
に
、
気
候
変
動
も
踏
ま
え
た
計
画

に
引
き
上
げ
、
早
急
な
推
進
を
。

国
に
は
国
直
轄
区
域
整
備
計
画
の
速

や
か
な
推
進
を
求
め
る
べ
き
。

２
）
平
成

年
９
月
議
会
で
、
河
川
の

30

浚
渫
や
支
障
木
撤
去
な
ど
の
強
化
を
提

言
し
、
翌
年
か
ら
流
下
能
力
向
上
対
策

が
実
施
さ
れ
た
。
被
害
発
生
抑
止
、
被

害
規
模
縮
小
な
ど
成
果
が
確
認
さ
れ

た
。
一
方
こ
の
事
業
は
、
数
年
置
き
に

繰
り
返
し
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
被
害
が
発
生
し
た
箇
所
が
今
回
も

あ
っ
た
。

①
国
に
補
助
充
実
を
求
め
つ
つ
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
計
画
を
立
て
て
、
継
続
的

に
進
め
て
い
く
べ
き
。

２
被
災
者
支
援
の
充
実

１
）
避
難
所
環
境
で
は
ト
イ
レ
・
暖
か

い
食
べ
物
・
ベ
ッ
ド
＝
Ｔ
Ｋ
Ｂ
が
重

要
。
長
野
県
等
に
学
び
、
①
建
設
現
場

の
ト
イ
レ
の
災
害
時
レ
ン
タ
ル
を
契
約

し
、
洋
式
・
快
適
な
も
の
に
は
補
助
を

お
こ
な
う
。
②
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
業
者
・

業
界
と
災
害
時
の
協
定
を
図
る
。

２
）
み
な
し
仮
説
住
宅
や
災
害
公
営
住

宅
等
に
入
居
す
る
際
に
、
洗
濯
機
・
冷

蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
購
入
を
補

助
す
る
予
算
が
示
さ
れ
た
。
党
も
提
案

し
た
事
業
で
あ
り
、
恒
常
的
な
制
度
に）

す
べ
き
。

（
県
議

関

徹
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９
日
の
鶴
岡
市
議
会
一
般
質
問
で
、
日
本
共
産
党
の

菅
井
巌
議
員
が
①
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計

画
、
②
ご
み
の
減
量
、
③
農
作
物
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
に

つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

学
校
給
食
セ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
調
査
状
況
は

ご
み
の
減
量
の
取
り

問組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
年

次
・
定
期
的
な
サ
ン
プ
ル

調
査
の
積
み
重
ね
と
、
分

析
を
活
か
し
た
継
続
的
な

対
応
・
対
策
が
不
可
欠
だ

と
考
え
る
。

昨
年
度
実
施
さ
れ
た

「
も
や
す
ご
み
の
サ
ン
プ

ル
調
査
」
は
、
今
年
度
行

わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
だ
が
ど
う
か
。

令
和
４
年
度

市
民
部
長

と
５
年
度
の
夏
と
冬
の
年

２
回
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
茶
色
の
ご
み
袋
を

サ
ン
プ
リ
ン
グ
採
取
し
、

減
量
や
資
源
化
が
可
能
な

ご
み
の
調
査
を
行
っ
た
。

ご
み
減
量
サ
ン
プ
ル
調
査
・
分
析
不
可
欠

古
紙
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
容
器
包
装
類
な
ど
、

資
源
化
の
可
能
な
ご
み

や
、
賞
味
期
限
切
れ
の
食

品
ロ
ス
な
ど
が
約
３
割
を

占
め
て
い
る
傾
向
が
一
定

把
握
で
き
た
。

調
査
デ
ー
タ
の
蓄
積
は

重
要
で
あ
り
、
時
期
を
捉

え
て
継
続
的
な
調
査
に
努

め
て
ゆ
く
。

燃
え
る
ご
み
の
中

問の
、
包
装
容
器
以
外
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
・
資
源

循
環
法
の
取
り
組
み
の
考

え
は
ど
う
か
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

法
の
施
行
後

市
民
部
長

２
年
を
経
て
、
検
討
す
る

自
治
体
が
少
し
ず
つ
増
え

て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

モ
デ
ル
的
な
取
組
み
と

し
て
、
石
巻
市
と
秋
田
県

で
も
調
査
・
検
討
が
さ
れ

て
お
り
、
先
行
事
例
な
ど

の
情
報
収
集
を
行
い
、
検

証
方
法
に
つ
い
て
検
討
し

て
ゆ
く
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

問に
出
さ
れ
る
束
に
な
っ
た

剪
定
樹
木
も
結
構
な
量

だ
。剪

定
枝
と
木
の
分
別
回

収
や
資
源
活
用
の
考
え
は

ど
う
か
。

剪
定
枝
は
、

市
民
部
長

特
に
夏
の
時
期
は
排
出
量

が
多
く
、
燃
え
る
ご
み
と

一
緒
に
収
集
し
焼
却
し
て

お
り
、
種
類
ご
と
の
集
計

は
行
っ
て
い
な
い
。

市
内
で
は
、
剪
定
枝
を

ペ
レ
ッ
ト
や
土
壌
改
良
材

に
資
源
化
し
て
い
る
事
業

者
も
あ
る
。

市
が
分
別
収
集
、
処
理

を
行
う
場
合
は
、
費
用
の

増
加
が
想
定
さ
れ
、
他
市

の
事
例
を
調
査
研
究
し
て

ゆ
き
た
い
。

朝日庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
9月19日入札分

・湯殿山スキー場災害復旧工事（田麦俣地内 （入札3業者））
(株)大栄 22,580,000円（23,770,000円）工期～11/29（落札率94.99％）

羽黒庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
9月19日入札分

・令和6年度月山山麓地区水利施設等整備事業計画策定業務委託 羽黒町川代地内 入（ ）（
札20業者うち16業者辞退,1業者無効）
山形県土地改良事業団体連合会 5,850,000円（6,300,000円）期間～7/3/28（落札率92.86％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月20日入札分

・市集落排水事業 三瀬地区管路施設148号路面復旧工事（由良地内 （入札4業者））
(株)佐藤工務 14,780,000円（15,090,000円）工期～12/20（落札率97.95％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月20日入札分

・三瀬地内径100粍配水管移設工事（三瀬地内 （入札3業者））
松田工業(株) 12,100,000円（12,350,000円）工期～7/1/17（落札率97.98％）

日
本
共
産
党
緊
急
街
頭

演
説
会
が

日
、
山
形
駅

22

前
で
行
わ
れ
、
小
池
晃
書

記
局
長
、
高
橋
ち
づ
子
衆

院
議
員
、
山
田
ま
も
る
３

区
候
補
を
は
じ
め
、
前
日

に
発
表
し
た
１
、
２
区
の

選
挙
区
候
補
も
勢
揃
い
し

て
訴
え
ま
し
た
。

小
池
氏
は

「
高
橋
ち

、

づ
子
議
員
は
東
北
の
命
綱

と
い
う
名
に
ふ
さ
わ
し

く
、
災
害
対
応
や
農
業
を

守
る
た
め
に
力
を
尽
く
し

て
き
た
。
日
本
共
産
党
を

伸
ば
し
て
く
だ
さ
い
！
」

い
わ
ぶ
ち
友
参
院
議
員

が
市
内
で
街
頭
演
説

い
わ
ぶ
ち
友
参
議
院
議

、

、

員
が
来
鶴
し

雨
の
な
か

パ
ル
前
と
平
和
観
光
前
で

街
頭
演
説
が
行
わ
れ
ま
し

た

（

日
）

。

21

と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

先
月
中
旬
か
ら
西
郷

問地
域
の
砂
丘
畑
の
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
畑
作
物
被
害
が

ひ
ど
い
状
況
だ
。

収
穫
を
控
え
て
い
た
サ

ツ
マ
イ
モ
畑
が
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
て
い
た
。

被
害
情
報
の
あ
る
上
郷

か
ら
加
茂
・
大
山
か
ら
西

郷
へ
と
、
山
中
を
移
動
し

て
活
動
範
囲
を
広
げ
、
生

息
数
も
増
え
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

被
害
状
況
と
、
情
報
の

寄
せ
ら
れ
て
い
る
地
域
の

傾
向
や
動
向
、
ま
た
捕
獲

や
電
気
柵
の
設
置
状
況
は

ど
う
か
。

今
年
度
の
鳥
獣
被
害
対

策
の
支
援
補
助
金
活
用
は

ど
う
か
。

獣
害
対
策
補
助
率
引
き
上
げ
必
要

今
年
度

農
林
水
産
部
長

の
イ
ノ
シ
シ
被
害
相
談

は
、
８
月
末
時
点
で
本
所

管
内
で

件
と
、
既
に
昨

21

年
度
の

件
を
上
回
る
。

19

大
山
・
西
郷
地
区
は
、

こ
れ
ま
で
年
１
件
程
度
だ

っ
た
も
の
が
今
年
度
は
５

件
と
、
生
息
範
囲
は
広
が

っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。捕

獲
件
数
は
、
市
全
体

で
７
月
末
時
点
で

頭
で

23

あ
り
、
昨
年
同
時
期
の
10

頭
か
ら
２
倍
以
上
増
加
し

て
い
る
。

農
作
物
被
害
防
止
対
策

と
し
て
、
侵
入
防
止
柵
の

設
置
と
、
誘
引
し
な
い
環

境
整
備
、
捕
獲
・
駆
除
に

よ
る
個
体
数
減
少
の
３
つ

の
取
組
に
よ
る
総
合
的
実

施
が
重
要
だ
。

侵
入
防
止
に
有
効
な
電

気
柵
の
設
置
費
用
に
は
、

県
と
市
で
最
大
２
分
の
１

を
補
助
す
る
制
度
が
あ

り
、
申
請
件
数
は
年
々
増

加
し
て
い
る
。

今
年
度
は

件
の
申
込

53

み
が
あ
り
、
総
設
置
延
長

は

㎞
と
な
っ
て
い
る
。

22現
在
、
来
年
度
の
対
策

に
関
す
る
補
助
事
業
の
要

望
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

資
材
の
高
騰
も
続
い

問て
い
る
。

営
農
継
続
を
念
頭
に
、

対
策
を
取
組
み
易
く
す
る

た
め
に
も
、
補
助
率
の
引

き
上
げ
が
必
要
で
は
な
い

か
。

昨
年
度

農
林
水
産
部
長

は
電
気
柵
の
補
助

件
で

42

約
２
８
０
万
円
、
今
年
度

は

件
で
約
３
８
０
万
円

53

と
な
っ
て
い
る
。

イ
ノ
シ
シ
被
害
拡
大
と

電
気
柵
の
有
効
性
に
つ
い

て
周
知
さ
れ
、
今
後
の
要

望
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ

る
。同

様
の
補
助
実
施
を
し

て
い
る
県
内
他
自
治
体
も

現
在
、
ほ
と
ん
ど
が
２
分

の
１
補
助
で
あ
る
。

当
面
は
現
在
の
補
助
率

で
実
施
し
な
が
ら
、
予
算

確
保
に
努
め
た
い
。

日
本
共
産
党
青
年
後

平
和
で

援
会
主
催
で
「

」
が

日
開
か

ナ
イ
ト

20

れ
、
芋
煮
を
食
べ
な
が

、

、

ら

高
校
生
か
ら
学
生

社
会
人
ま
で
、
政
治
の

こ
と
を
語
り
合
う
集
い

と
な
り
ま
し
た
。

イノシシの被害に遭った
西郷地区の砂丘畑（8/20）


